
 

大会参加者へのご案内 
 

１．会場 

早稲田大学国際会議場及び、同会議場１階の井深大記念ホールが会場です。会場案内

図はこの冊子をご覧ください。なお、会場内はすべて禁煙です。喫煙は指定された場所

でお願いします。 
 

２．受付 

1日目・2日目ともに午前9:00から、早稲田大学国際会議場１階のロビーで行います。

研究大会当日、受付でお名前をお知らせください。学生の皆さんは学生証を、親の会の

関係者の方はご所属の証明をご提示ください。お名前・ご所属を印刷した参加章と、事

前にお申し込みの方には発表論文集（この冊子）をお渡しします。大会期間中は参加章

を見える位置にお付けください。また、参加章は大会参加費の受領証を兼ねています。

各種資格継続のための資料となりますので、該当される方は研究大会終了後も参加章を

大切に保管してください。 
事前の参加申し込みができず、やむをえず大会当日の参加申し込みになる方は、受付

に身分証明書（自動車運転免許証・パスポート等、顔写真の入ったもの 1 点）をご提示

の上、当日参加申し込みの旨をお申し出ください。受付ではご提示いただいた身分証明

書の写しを控えさせていただき、大会参加費等の振込先情報の記載された紙をお渡しし

ます。大会終了後、大会参加費等を最寄りの金融機関から指定された口座にお振り込み

ください。2013 年 8 月 31 日までのお振込みが無い場合、関連する発表等を取り消し扱

いとさせていただきます。予めご了承ください。 
 

３．懇親会 

懇親会は第 3回アジア太平洋発達障害会議（以下、国際会議）の懇親会（Gala Dinner）
と合同で、8 月 23 日（金）の 18:30 から会場近くのリーガロイヤルホテル東京行いま

す。国内大会単独の懇親会は開催致しません。 
 

４．諸費用 

１）参加費・懇親会費 

大会参加費ならびに懇親会費は以下の通りです。なお参加費には、プログラム・

発表論文集代は含まれません。 
大会参加費（当日）：正会員・一般 11,000 円／学生・親の会 9,000 円 
懇親会費（国際会議専用ウェブサイトから事前申込のみ）：10,000 円 

２）プログラム・発表論文集代 

プログラム・発表論文集代は 2,000 円です。事前に申し込んで頂いた方に当日、

受付でお渡しします。なお、当日販売は数に限りがありますので、なくなり次第、

販売を終了させて頂きます。また、当日販売の場合は、上記「２．受付」の当日参

加受付と同様に、身分証明書のご提示と、大会終了後の代金振込が必要となります。 
 



 

５．教育講演 

大会 2 日目に開催される教育講演は、会場の座席数に限りがあります（特に 3 階第二

会議室は約 100 席しかございません）。聴講者が多数の場合、やむを得ず立ち見とな

る場合もございます。予めご了承ください。 
座席の事前確保は受け付けておりません。また、聴講を伴わない座席の占有はご遠慮

ください。 
 

６．クローク・休憩室 

クロークは会場１階（入口そば）に設けています。適宜、ご利用ください。また、休

憩室は特に設けておりません。各階のロビーや会場周辺の飲食店等をご利用ください。 

 

７．書籍等の展示 

書籍等の展示を会場 3 階のエレベーターホール周辺で行います。なお、早稲田大学国

際会議場の規則により、会場内での現金による商取引（書籍の購入等）は一切禁止です。

出展業者にもその旨は伝えてあります。くれぐれもご注意願います。 

 

８．お呼び出し・携帯電話等の使用 

会場でのお呼び出しは原則として致しません。また、会場（特に各催事場）では携帯

電話の電源をお切りいただくか、マナーモードに設定の上、通話はご遠慮ください。 

 

９．飲食店 

会場周辺および高田馬場駅周辺には、飲食店やコンビニエンスストアが多数ございま

す。コンビニエンスストアは早稲田駅周辺のほか、早稲田大学キャンパス内にもござい

ます（ファミリーマート早稲田大学店；営業時間 8:30～22:00）。 

 

10．宅配便の発送・コピー等 

近隣のコンビニエンスストアをご利用ください。 

 

11．駐車場 

会場に駐車場はございません。お車でのご来場はご遠慮頂くか、近隣の有料駐車場を

ご利用ください。なお、有料駐車場のご案内は致しかねます。 
 

12．資格研修・更新ポイント 

本研究大会の参加章は、以下の各資格の研修または更新ポイントなどの証明書類とな

ります。詳しくは、各資格の認定協会（運営機構）にお問い合わせ下さい。 
・臨床心理士 ・学校心理士 ・特別支援教育士 
・児童青年精神医学会専門医 ・小児神経学会専門医 

 
13．その他 

ご不明な点がありましたら、係員まで遠慮なくお尋ねください。 
 
  



 

日本発達障害学会学会員の皆様へ 
 

１．理事・評議員会／編集委員会 

2 日目（8 月 25 日）11:30～12:20 に、3 階第三会議室で行います。今回は理事・評

議員会と編集委員会を合同で行います。 
 

２．総会 

2 日目（8 月 25 日）12:30～13:00 に、井深大記念ホールで行います。 
 

 

 

 

日本発達障害学会事務局デスク 
 

大会受付とは別に、日本発達障害学会事務局デスクを 1 階ロビーに設けます。年会費

納入や各種申し込み（入会、住所・所属変更）はそちらでお願いします。 
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